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【本編】
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技術マップに寄せて ～ キワがおもしろい

一般社団法人 情報通信ネットワーク産業協会

武市 博明

東京は世界でも稀な大都会です。しかも、マクロには平野の一部ですがミクロに見る

と細かい起伏がたくさんある。ニューヨーク、ロンドン、パリ … と思い起こしてみて

も、これほど起伏に富んだ大都市は滅多にないと思います。(サンフランシスコはどう

じゃ、と返されそうなので「滅多に」を入れました。もっともスケールにおいてサンフ

ランシスコは東京の比じゃありませんが。)

閑話休題、そして東京を歩くと、まさにその起伏がおもしろいんですね。起伏といっ

ても山岳地帯ではないので、斜面は続かない。台地に上がればそれなりに平和な平面が

あります。低地に下がればべつの安定世界がある。そして両者が違う文化的背景を担っ

て自己を主張している。まさにその境界、安定領域から別の安定領域に移るところに、

歴史的にも地理的にも過渡的な要素が詰まっているように思います。ダイナミズムが

「キワ (際)」に凝縮されているんです。そのキワが、おもしろい。

われわれの情報通信の世界も似ています。安定世界に棲み続けることができているう

ちはそれなりに平和でした。しかし扱う世界はキワを超えて１歩２歩踏み出すことを求

めています。情報通信インフラのハードウェアの、ハコを中核とするビジネス － 急い

で付け加えますが、このビジネスは「商売」という意味よりも「関わっている仕事」と

いうような意味です － が歴史と伝統に守られた心地良い世界であり続けるのが少し

難しくなってきたのだと思います。縄張りを越え、境界をクロスして、「近くにあるが

行くには坂道がある」、そういう隣接地帯に乗り出して新たな融合的な生態系をつくり

出していかないと、自分たちのかかわる世界が拡張を続けているぶんだけ、相対的に自

分たちのムラは小さくなって感じられるのです。ここは冒険ではあっても乗り出して行

かなければならないのです。

技術企画部会の皆さんはそういうことをよくわかっていて、境界を越えて一歩を踏み

出して行こうと情熱を傾けておられるのだと思います。キワの斜面を上がるのは楽では

ないかもしれませんが、登れば別の地平が開けているでしょう。この努力は率直に言っ

てまだ緒についたところだと思いますが、ぜひ継続して知見を集め、マップの新しい絵

姿を明らかにしていっていただきたいと思います。

先ほど「歴史的にも地理的にも」と申し上げましたが、業界的に言えば「水平的にも

垂直的にも」ということでしょうから、技術の流れの方向性を見極め、情報通信の使い

手の心地よさを大局的に眺めて、CIAJ としての新しい地平への視座をつくってくれる

ものと期待しております。

以上
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１． 背景と経緯

技術企画部会では、CIAJ 会員企業また我が国の ICT 産業全体の振興を目指して、

グローバルな技術・市場動向の把握に努め、CIAJ 技術系委員会が担うべき役割・取り

組むべき事業領域の調査・検討を進めております。

CIAJ は、従来、固定系通信サービスや携帯電話などの移動体系通信サービスを提供

する通信事業者を市場とする交換機や伝送装置、また、これらの通信に用いられる端末

装置等を主たる対象範囲として事業活動に取り組んで参りました。２００７年度頃より、

この技術系活動の取り組み領域について、調査・分析に着手し、２０１０年度までに

CIAJ に関わる技術・市場分野を既存固定網・携帯網等の市場区分と通信のレイヤ構造

とのマトリクスによるマップを用いて、技術系委員会の事業内容・カバー領域の分析を

実施しました。

２０１１年度には、上記をさらに進めて、市場（マーケット）の変化並びに方向性検

討を行いました。結果、インターネットを初めとするネットワーク上のサービスの多様

化、事業者（プレイヤー）の変化が進み、例えば、クラウドサービスの進化と新たな価

値創造サービスや機能、ポスト携帯電話としてのスマートデバイスの拡大等が期待され

ること、また、このような諸環境の情勢変化の動きを、グローバルを前提にその進化す

る技術と事業に係る主要なキーワードを抽出することから見通すことでこれからの進

化の方向性と特徴的と考え得ること等を結論付けました。

２０１２年度は、２０１１年度の成果を受け、さらに CIAJ が取り組んでいくべき方

向性の検討を進めることになりました。

CIAJ 技術系委員会リスト

ＩＰネットワークシステム委員会

伝送技術委員会

無線通信システム委員会

電磁妨害対策技術委員会

適合性評価委員会

環境委員会

製品安全技術委員会

標準化推進委員会

画像情報ファクシミリ委員会

ユーザネットワークシステム委員会

マルチメディア通信委員会

ホームネットワークシステム委員会

移動通信委員会
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通信品質委員会

ネットワークシステム委員会

部品委員会

通信エネルギー委員会

ルータ・スイッチ技術委員会

２． ２０１２年度の基本方針

２０１１年度の検討成果をまとめた「技術マップ２０１１報告書」では、上述のよう

に、市場・技術の変化の動きを見通すために実施されたキーワード抽出の結果等が示さ

れています。今年度は、これらの成果を基に、さらに、調査を進め、今後の見通しにつ

いて検討する方針と致しました。

調査を進めるにあたり、まず、技術・市場のトレンドを示すキーワードの見直し・追

加を実施しました。結果、サービスの多様化と相俟って非常に多岐に渡るキーワードリ

ストが出来上がりました。さらに CIAJ として取り組むべき領域・方向の検討を深める

ためには、これらのキーワードについてすべて調査・検討を実施することは困難である

ことから、部会内の協議により、まず、CIAJ あるいは CIAJ の会員企業にとって、特に

市場に与えるインパクト・比重の大きいと思われる 3 つのキーワード（後述）を抽出し、

それらについての動向を調査することとしました。抽出されたキーワードについては、

その社会構造の変革・産業界へのインパクト、適用領域・展開見通し、CIAJ として取

り組みスタンスを検討する方針としました。

上記調査・検討に際しては、様々な立場の会員企業が、それぞれの視点から調査・検

討した結果を持ち寄るアンケート方式で情報・意見を収集し、それらをベースに協議を

行う方法を採りました。
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３． ２０１２年度の主要成果

１９９０年以降のインターネット技術・サービスの拡大により、固定系通信サービス

市場は、旧来の音声電話主体の時代から、データおよび動画を含むマルチメディア通信

が主役の市場に変貌しました。固定系通信よりも遅れて普及拡大した移動体通信市場に

おいても、当初より、音声通話に加えて i モードに代表されるデータ系通信やメッセー

ジ通信のトラヒックが拡大していましたが、近年の 3G/LTE 等高速通信インフラの確立、

スマートフォンの急速な普及拡大により、今や固定系通信サービス同様、マルチメディ

ア通信トラヒックが主役の市場となりました。

この間、ネットワーク上で提供されるサービスも、当初のメールや単純なホームペー

ジによる情報/サービス提供から、YouTube に代表されるユーザ参加型の動画提供サー

ビスやSNS・Twitter等の新しいコミュニケーションサービスなどの提供、また、Web2.0

マッシュアップによる複合的なサービス創生技術、従来、端末上で実行されていたソフ

トウェア機能をネットワークサービスとして提供するSaaS型サービス提供技術などが

進展、今後もこれらのサービス市場・提供技術は、常に進化を遂げつつ、拡大継続する

ことが予測されます。

技術企画部会では、２０１２年度も、関連する省庁、通信事業者、官民の研究所、企

業など広く関係する機関より講師をお招きした講演(一般公開セミナー(技術企画部会

などの主催))、講師と技術企画部会、技術系委員会及びフォーラム WG のメンバーとの

意見交換会、官民の研究開発施設と企業の最新展示施設の見学と意見交換会など計 9 回

実施し、最新動向の把握と情報共有を図り、関係機関との交流を深めました。

また、「技術マップ」に関しては、「技術マップ２０１１報告書」をベースに前章に記

載した基本方針に沿って更に検討を深めました。具体的には、以下の 3 つのキーワード

を抽出し、その社会に与えるインパクト等から、CIAJ としての取り組み方針を検討致

しました。

 SDN(＊1)

 クラウド

 M2M

＊１：ネットワーク仮想化、Open Flow の考え方も含みます。

今後も技術企画部会に対してこれらの継続した取組みが求められるとともに、CIAJ

技術系委員会の諸活動がより市場ニーズとトレンドにマッチしたものとなることへの

期待が高まっています。



３．１ マーケットとプレーヤの変化（技術マップ２０１１報告書から再掲）

下図の「マーケットの変化とプレーヤの変化」は、前ページの「委員会の整理の技術

軸」の図を時代の進展にあわせて改版しようとして２０１１年度に作成したものです。

「委員会の整理の技術軸」では、従来のネットワークについてだけ示していましたが、

ネットワークだけでなく、そのネットワークを使うサービス等も書き表さないと、

情報通信ネットワークをとりまく環境を正確に把握できないと考えました。

それは、マーケットが大きく変化していること、プレーヤーも通信事業者とサービス提

供事業者の境がなくなるほど変化しているからです。

既に、通信事業者で無いGoogle、skype、各種SNS等のプレーヤが出現して、通信とサ

ービスを融合して多くのユーザを獲得しています。

今後の進展として、下図の右上の楕円の中は、サービスの進展、右下の楕円の中は、

従来のネットワークの進展を記述しました。これら２種類の進展を、しっかり把握して、

CIAJの委員会活動に反映させていく必要があると考えています。
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マーケットの変化 プレーヤの変化

既存電話網

ＩＴＳ

ＩＰ電話網

２Ｇ携帯電話網

３Ｇ携帯電話網

新しい技術の開発・活用

サービスの多様化

ＮＧＮ

ＬＴＥ

クラウド、Ｍ２Ｍ
ｽﾏｰﾄｸﾞﾘｯﾄﾞ、ｽﾏｰﾄｼﾃｨ
映像配信、ｽﾏｰﾄTV

交通、医療、ｴﾈﾙｷﾞｰ、教育
セキュリティ、環境
ﾚｺﾒﾝﾄﾞ、ﾗｲﾌﾛｸﾞ

ｻｲﾊﾞｰﾌｨｼﾞｶﾙｼｽﾃﾑ

４Ｇ、ポスト４Ｇ、
Femto、ｵﾌﾛｰﾄﾞ(WiFi)

ポストＮＧＮ、
OpenFlow、ＳＤＮ

インターネット

Skype youtube

SNS

電話

IPTV

ﾓﾊﾞｲﾙ
ｻｰﾋﾞｽ

google

通信事業者

技術マップ 2011



３．２ 次世代に向けてのキーワードのリスト作成

２０１１年度技術マップ報告書に記された、３．１項の検討結果を受けて、２０１２

年度は、前ページの図でいくつも示されている次世代に向けてのキーワードの検討を進

めました。

まずは、部会メンバーの提案を受けて、追加のキーワードを加えて下図のようにリス

トを作成しました。
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その後の進め方については、審議の結果以下のように考えました。

現在の技術を、現在の技術系委員会のもっている領域に充てはめると、どのような隙間

と重なりがあるのかを把握することより、始まったのが技術マップで、この役目は一区切

りつきました。隙間は確かにあるが、これを直ちに埋めることは難しい面があります。

それよりは、未来技術が、どういう方向にいくのかをある確度をもって予測、その活動

の方向性をつける一助にすることに、役割が変化してきており、マップをどうするかにつ

いては、新しいトピックを議論することが重要で、それが新しいマップの更新に繋がれば

一番よいと考えました。

次世代に向けてのキーワード

クラウド、Ｍ２Ｍ
ｽﾏｰﾄｸﾞﾘｯﾄﾞ、ｽﾏｰﾄｼﾃｨ
映像配信、ｽﾏｰﾄTV

交通、医療、ｴﾈﾙｷﾞｰ、教育
セキュリティ、環境
ﾚｺﾒﾝﾄﾞ、ﾗｲﾌﾛｸﾞ

ｻｲﾊﾞｰﾌｨｼﾞｶﾙｼｽﾃﾑ

４Ｇ、ポスト４Ｇ、
Femto、ｵﾌﾛｰﾄﾞ

(WIFI)
ポストＮＧＮ、

OpenFlow、ＳＤＮ

主にサービスやアプリに関するキーワード

主にネットワークインフラに関するキーワード

技術マップ２０１１報告書
記載のキーワード

２０１２年度
追加抽出されたキーワード

防災、電子ブック、モバイルTV
ソーシャルサービス

ビッグデータ

ホワイトスペース
モバイルTV、高速光通信(400Gbps)

コグニティブ無線
２Ｋ４Ｋ、４Ｋ８Ｋ、センサーネットワーク
フォトニックネットワーク、ＪＧＮ－Ｘ

脳情報通信、衛星通信、超高周波ＩＣＴ
新世代ＮＷ、スマートメータ

人体通信、次世代コアネットワーク
次世代ＰＯＮ、超高速無線ＬＡＮ

スマートハウス、ＨＴＭＬ５
クラウドＰＢＸ、音声認識、人工知能

Ｇ３－ＰＬＣ、Ｗｉ－ＳＵＮ、ＡＭＩ
ＩＥＥＥ802.15.4g

技術マップ 2012
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気になるキーワードはリストアップされたので、それを基に優先度をつけて、議論の

遡上にあげる方向付けが重要と考えます。CIAJ としてのアクションとしては、省庁へ

の政策提言、その結果内部活動への反映などにつなげることを心がけることが必要です。

技術に対してメーカがどう取り組むべきか、それをサポートする環境を国にどのような

整備を要望するかを議論すればよいと考えました。結論としては、新しいトピックを議

論して、将来の技術の見通しの絵につなげるその芽は出しているので、そこに優先順位

をつけてまとまった議論を行い、技術マップを更新することにしました。



３．３ 次世代に向けての重要なキーワードの抽出

上述した今後の進め方に従って、前ページのキーワードリストに対して、技術企画部

会では、重要ないくつかのキーワードを選んで深掘りすることにしました。

「重要なキーワード」としては次の選定基準を設けて審議しました。

政策提言として２０１１年度にまとめた「魅力ある街づくりに向けたＩＣＴ利活用提

言プロジェクト」にて、将来のネックワークとして要求される「強いネットワーク」、

「優しいネットワーク」、「柔らかなネットワーク」を実現するうえで重要となる技術を、

上記の抽出条件により篩にかけて、SDN、クラウド、M2M を重要なキーワードとして抽

出しました。

次世代に向けての重要なキーワード抽出

抽出する条件

１．ＣＩＡＪとしての取り組みが可能で、会員企業のメリットになるもの

２．社会構造の変化や産業界へのインパクトが大きいもの

３．適用分野が明確で、市場展開が速いと見込まれるもの

技術マップ 2012
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次世代に向けての重要なキーワード抽出

強い

優しい

柔らか

SDN

クラウド

M2M

社会構造の変革

産業インパクト

適用分野

要求要件 抽出条件 キーワード

技術マップ 2012



３．４ ３つのキーワードの考察

コンピュータがオープン技術を中心としたクラウドシステムへ、同様にネットワーク

についても、SDNに基づくOpenFlow技術によるネットワークの仮想化(ネットワーク

資源、コンピュータ資源、センサー資源(M2M))も、サービスと密接に連携した形で実

現されていくものと考えられます。今後、コンピュータの仮想化とネットワーク仮想化

の融合により、システム全体の柔軟性・信頼性の向上を図るための新しい技術開発が必

要となります。

SDNとネットワーク仮想化、どちらが上位の概念として位置付けられるのかは、一

般的に意見が分かれていて、Open Flowはその実現手段と理解されています。

SDN の概念には、「スピード」、「柔軟性」、「コスト」にあると理解されていますが、

だれが、どのようにメリットを享受するかに関わってくることと考えます。

通信事業者は、「柔軟性」、「コスト削減」がメリットとなると考えられますが、一方

OTT(＊2)は、自由度の柔軟性を享受できると考えており、データセンターはプレイヤ

が一人なので、ネットワーク、コンピュータ仮想化を全て保有しており、自分のメリッ

トとして展開しやすい状況にあります。しかし、公衆網となると、投資判断が必要で、

色々な意見・考えがあります。ベンダーのメリットはどこにあるのか、コモディティ化

の中で、どうするべきか知恵を絞る必要があります。

新しいネットワーク構造のイメージにありますように、多様なアプリケーションが想

定さ

*2: O
動
と
は
O

11

れており、必要となる所から徐々に導入されると考えられます。

新しいネットワーク構造のイメージ

伝送路網

転送機能

クラウド
(ﾌﾟﾗｯﾄﾌｫｰﾑ）

M2M
(ﾌﾟﾗｯﾄﾌｫｰﾑ）

経路制御機能

SDN

医療・福祉 教育

娯楽

防災
商業・

ｻｰﾋﾞｽ業

農林
水産業

環境・
エネルギー

EV

情報 工業

技術マップ 2012

TT とは、Over The Top の略で、通信事業者を介さず既存のブロードバンドネットワーク上で提供されるテレビ放送や
画配信等を、PC、タブレット型 PC、スマートフォン等で視聴するサービスである。サービス提供者は OTT プレイヤー
呼ばれ、スマートフォンの普及とモバイルブロードバンド通信の進化によって、その市場機会は拡大傾向にあり、米国で
Apple TV や Roku などが着実に伸びており、グーグル社の Google TV も OTT-STB 市場に登場している。

TT サービスの中には音声通話やメッセージ等競合するものもあるため、通信事業者にとっても脅威となっている。
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上述 3 つのキーワードの内、SDN は、従来より CIAJ での事業対象領域であったネ

ットワークインフラ自身のアーキテクチャ/機能変革を目指すものですが、クラウド、

M2M は、現状では、新たなアプリケーションサービスを提供するためのプラットフォ

ームに近い領域の議論が中心的に行われています。しかしながら、これら自身、あるい

はこれらの上で提供されるサービスにより、ネットワークや端末装置に対する何らかの

要件が発生することや、将来的には、ネットワークシステムそのもののアーキテクチャ

に影響を与える可能性も考えられ、CIAJ としても、これらが市場に与える影響を把握

しておく必要があると考えられます。



13

これらの分析結果を以下に示します。

技
術

マ
ッ

プ
2
0
1
2

キ
ー

ワ
ー

ド
社

会
構

造
の

変
革

・
産

業
界

へ
の

イ
ン

パ
ク

ト
適

用
分

野
/
展

開
見

通
し

C
IA

J
と

し
て

の
取

組
み

ス
タ

ン
ス

(対
応

策
な

ど
)/

C
IA

J
会

員
へ

の
メ

リ
ッ

ト
そ

の
他

動
向

S
D
N

ネ
ッ

ト
ワ

ー
ク

仮
想

化
は

、
い

つ
で

も
、

ど
こ

で
も

、
だ

れ
で

も
同

様
の

条
件

で
サ

ー
ビ

ス
を

享
受

で
き

、
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
コ

ス
ト

の
削

減
・

運
用

管
理

の
簡

便
性

な
ど

の
メ

リ
ッ

ト
が

見
込

ま
れ

、
グ

ロ
ー

バ
ル

に
S
D
N
技

術
の

検
討

が
進

み
つ

つ
あ

る
の

で
、

通
信

業
界

と
し

て
そ

の
技

術
動

向
や

サ
ー

ビ
ス

動
向

を
注

視
し

て
い

く
必

要
が

あ
る

。

S
D
N
は

、
最

初
に

デ
ー

タ
セ

ン
タ

内
の

ネ
ッ

ト
ワ

ー
ク

か
ら

普
及

が
始

ま
り

、
デ

ー
タ

セ
ン

タ
間

の
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
へ

展
開

さ
れ

、
そ

し
て

ク
ラ

ウ
ド

や
M

2
M

応
用

分
野

の
プ

ラ
ッ

ト
フ

ォ
ー

ム
基

盤
と

な
る

可
能

性
が

あ
る

と
考

え
る

。 デ
ー

タ
セ

ン
タ

に
お

い
て

は
、

ネ
ッ

ト
ワ

ー
ク

部
（

ス
イ

ッ
チ

）
の

設
定

・
運

用
管

理
へ

既
に

導
入

を
開

始
し

て
お

り
、

今
後

は
、

企
業

内
L
A

N
、

ク
ラ

ウ
ド

プ
ラ

ッ
ト

フ
ォ

ー
ム

(デ
ー

タ
セ

ン
タ

間
)の

ネ
ッ

ト
ワ

ー
ク

部
（

W
A

N
、

キ
ャ

リ
ア

、
プ

ロ
バ

イ
ダ

の
各

種
通

信
機

器
）

の
設

定
・

運
用

管
理

へ
導

入
さ

れ
る

と
考

え
ら

れ
、

ク
ラ

ウ
ド

や
M

2
M

応
用

分
野

の
基

盤
（

プ
ラ

ッ
ト

フ
ォ

ー
ム

）
と

な
る

可
能

性
が

あ
る

。
ま

た
コ

ン
テ

ン
ツ

配
信

業
界

、
災

害
時

等
の

緊
急

時
の

重
要

ト
ラ

ヒ
ッ

ク
確

保
へ

の
適

用
も

十
分

に
感

が
ら

れ
る

。 一
方

、
一

般
の

イ
ン

タ
ー

ネ
ッ

ト
領

域
へ

の
適

用
性

に
つ

い
て

は
、

継
続

し
て

調
査

・
検

討
が

必
要

と
考

え
ら

れ
る

。

C
IA

J
と

し
て

は
、

ネ
ッ

ト
ワ

ー
ク

イ
ン

フ
ラ

市
場

に
直

接
的

に
影

響
あ

る
と

考
え

ら
れ

る
の

で
、

専
門

家
、

事
業

者
等

に
よ

る
講

演
会

等
を

通
し

て
、

又
は

外
部

調
査

機
関

等
を

活
用

し
て

、
最

新
技

術
や

サ
ー

ビ
ス

動
向

、
標

準
化

動
向

、
通

信
業

界
へ

の
ビ

ジ
ネ

ス
イ

ン
パ

ク
ト

や
新

た
な

ビ
ジ

ネ
ス

の
可

能
性

な
ど

を
調

査
・

検
討

し
、

会
員

企
業

へ
の

情
報

提
供

、
関

連
産

業
発

展
に

向
け

た
政

策
提

言
を

行
う

こ
と

は
有

意
義

と
考

え
る

。

キ
ャ

リ
ア

の
付

加
価

値
の

見
せ

方
（

キ
ャ

リ
ア

ネ
ッ

ト
ワ

ー
ク

の
制

御
権

を
ユ

ー
ザ

に
ど

う
見

せ
る

か
）

複
数

キ
ャ

リ
ア

で
構

成
さ

れ
る

グ
ロ

ー
バ

ル
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
の

全
体

制
御

方
法

だ
れ

が
だ

れ
に

ど
の

よ
う

な
サ

ー
ビ

ス
を

提
供

す
る

の
か

。

E
N
D
_
to

_
E
N
D
を

含
め

た
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
接

続
品

質
や

映
像

通
話

品
質

の
管

理
手

法
と

規
格

化

ク
ラ

ウ
ド

企
業

/
個

人
は

、
独

自
に

保
有

・
管

理
す

る
ソ

フ
ト

ウ
ェ

ア
資

産
、

シ
ス

テ
ム

構
築

な
ど

負
担

か
ら

解
放

さ
れ

る
社

会
構

造
の

変
革

が
想

定
さ

れ
る

。
C
re

a
ti
v
e
な

ク
ラ

ウ
ド

に
よ

り
、

従
来

で
は

で
き

な
か

っ
た

新
た

な
サ

ー
ビ

ス
を

ク
ラ

ウ
ド

を
用

い
る

こ
と

に
よ

り
実

現
で

き
、

新
た

な
市

場
を

生
み

出
す

可
能

性
が

あ
る

。
し

か
し

、
運

用
コ

ス
ト

低
減

が
主

な
目

的
で

あ
る

た
め

、
投

資
削

減
の

方
向

と
な

り
、

市
場

全
体

と
し

て
は

縮
小

す
る

こ
と

も
あ

り
う

る
。

ま
た

、
コ

ス
ト

と
信

頼
性

の
バ

ラ
ン

ス
を

考
慮

し
、

全
て

を
ク

ラ
ウ

ド
に

委
ね

る
リ

こ
と

で
生

じ
る

セ
キ

ュ
リ

テ
ィ

面
を

含
め

た
リ

ス
ク

に
対

す
る

、
よ

り
高

い
レ

ベ
ル

の
対

策
も

重
要

と
考

え
る

。

企
業

、
個

人
な

ど
の

企
業

基
幹

シ
ス

テ
ム

（
E
R
P

等
）

、
エ

ン
ド

ユ
ー

ザ
向

け
、

各
種

応
用

な
ど

あ
ら

ゆ
る

業
務

へ
適

用
さ

れ
、

自
前

で
IT

設
備

を
持

た
ず

、
使

い
た

い
時

に
使

い
た

い
分

だ
け

利
用

で
き

る
サ

ー
ビ

ス
、

災
害

時
等

の
緊

急
時

の
重

要
業

務
を

継
続

さ
れ

る
た

め
に

利
用

さ
れ

る
、

ク
ラ

ウ
ド

に
よ

る
サ

ー
ビ

ス
の

流
れ

は
本

格
化

し
て

い
る

。
日

本
情

報
シ

ス
テ

ム
・

ユ
ー

ザ
ー

協
会

（
J
U
A

S
）

の
企

業
ア

ン
ケ

ー
ト

に
よ

れ
ば

、
「

ク
ラ

ウ
ド

を
導

入
す

べ
き

」
と

考
え

る
企

業
が

2
0
1
1
年

に
初

め
て

5
0
％

を
超

え
、

ビ
ジ

ネ
ス

か
ら

ホ
ー

ム
ク

ラ
ウ

ド
展

開
、

電
子

書
籍

で
は

ク
ラ

ウ
ド

に
よ

る
書

籍
管

理
が

一
般

的
と

な
っ

て
い

る
。

C
IA

J
と

し
て

は
、

新
た

な
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
（

仮
想

化
/
S
D
N
）

の
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
構

成
法

の
ニ

ー
ズ

と
し

て
捉

え
、

専
門

家
、

事
業

者
等

に
よ

る
講

演
会

等
を

通
し

て
、

又
は

外
部

調
査

機
関

等
を

活
用

し
て

、
最

新
技

術
や

サ
ー

ビ
ス

動
向

、
標

準
化

動
向

、
通

信
業

界
へ

の
ビ

ジ
ネ

ス
イ

ン
パ

ク
ト

や
新

た
な

ビ
ジ

ネ
ス

の
可

能
性

な
ど

を
調

査
・

検
討

し
、

会
員

企
業

へ
の

情
報

提
供

、
関

連
産

業
発

展
に

向
け

た
政

策
提

言
を

行
う

こ
と

は
有

意
義

と
考

え
る

。
具

体
的

な
取

り
組

み
と

し
て

は
、

ア
ク

セ
ス

系
/
コ

ア
系

ネ
ッ

ト
ワ

ー
ク

に
対

す
る

イ
ン

パ
ク

ト
、

特
に

S
D
N
と

の
関

係
（

サ
ー

バ
仮

想
化

と
連

動
な

ど
）

を
調

査
・

検
討

す
る

必
要

が
あ

る
。

な
お

、
J
E
IT

A
の

対
応

分
野

で
あ

り
、

C
IA

J
は

J
E
IT

A
と

連
携

し
て

、
情

報
共

有
、

通
信

業
界

へ
の

イ
ン

パ
ク

ト
調

査
し

て
い

く
こ

と
が

必
要

で
あ

る
。

デ
ー

タ
セ

ン
タ

と
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
の

信
頼

度
の

重
要

性
が

増
々

高
ま

る
中

、
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
障

害
に

対
す

る
高

信
頼

化
の

実
現

、
お

よ
び

デ
ー

タ
消

失
し

た
場

合
に

は
、

誰
の

責
任

と
な

る
の

か
、

進
む

ク
ラ

ウ
ド

事
業

者
の

多
層

化
問

題
、

電
子

書
籍

に
お

け
る

デ
ー

タ
活

用
の

権
利

と
デ

ー
タ

自
体

の
権

利
の

関
係

な
ど

を
検

討
す

る
必

要
が

あ
る

。

Ｍ
２

Ｍ

M
2
M

は
ビ

ジ
ネ

ス
モ

デ
ル

の
成

立
が

見
え

に
く

い
分

野
で

あ
る

が
、

今
ま

で
見

え
な

か
っ

た
も

の
を

見
え

る
様

に
す

る
、

老
朽

化
が

進
む

社
会

イ
ン

フ
ラ

設
備

の
効

率
的

な
運

用
管

理
へ

の
要

望
な

ど
が

あ
り

、
情

報
収

集
、

予
兆

の
通

知
、

警
告

の
迅

速
化

等
が

可
能

と
な

る
た

め
、

最
近

で
は

、
セ

ン
サ

ネ
ッ

ト
ワ

ー
ク

等
に

よ
る

社
会

イ
ン

フ
ラ

の
監

視
制

御
、

O
&
M

ク
ラ

ウ
ド

等
の

検
討

が
進

展
し

、
あ

ら
ゆ

る
物

が
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
化

さ
れ

、
IC

T
を

ベ
ー

ス
と

す
る

応
用

シ
ス

テ
ム

の
種

類
・

分
野

が
拡

大
す

る
可

能
性

を
秘

め
て

い
る

。
一

方
、

端
末

台
数

は
、

携
帯

端
末

(ひ
と

間
通

信
)よ

り
1

桁
以

上
多

い
と

の
予

測
も

あ
る

が
、

端
末

価
格

は
安

く
、

通
信

費
用

も
安

い
た

め
、

端
末

市
場

、
通

信
収

入
の

広
が

り
は

限
定

的
で

、
利

益
の

中
心

を
付

加
サ

ー
ビ

ス
の

価
値

へ
移

行
さ

せ
る

こ
と

が
重

要
で

、
本

格
ビ

ジ
ネ

ス
展

開
に

は
社

会
構

造
の

変
革

も
含

め
て

ま
だ

時
間

が
か

か
る

見
通

し
で

あ
る

。

社
会

イ
ン

フ
ラ

設
備

、
身

の
回

り
の

あ
ら

ゆ
る

も
の

で
、

ス
マ

ー
ト

オ
フ

ィ
ス

、
ス

マ
ー

ト
フ

ァ
ク

ト
リ

ー
、

ス
マ

ー
ト

ホ
ー

ム
、

電
力

・
エ

ネ
ル

ギ
ー

、
セ

キ
ュ

リ
テ

ィ
、

ヘ
ル

ス
ケ

ア
、

環
境

保
護

・
災

害
防

御
、

農
業

・
水

産
業

・
林

業
、

交
通

が
産

業
分

野
が

対
象

と
な

る
。

O
n
e
M

2
M

と
い

う
標

準
化

団
体

に
よ

る
サ

ー
ビ

ス
レ

イ
ヤ

の
規

格
化

、
3
G

P
P
で

の
M

2
M

用
通

信
規

格
M

T
C
(M

a
c
h
in

e
ty

p
e

c
o
m

m
u
n
ic
a
ti
o
n
)策

定
中

等
、

グ
ロ

ー
バ

ル
な

標
準

化
の

動
き

も
活

発
で

、
長

期
的

な
視

点
で

の
調

査
・

検
討

が
必

要
な

分
野

で
あ

る
。

C
IA

J
と

し
て

は
、

新
た

な
ト

ラ
フ

ィ
ッ

ク
パ

タ
ー

ン
の

新
た

な
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
へ

の
ニ

ー
ズ

と
し

て
捉

え
、

専
門

家
、

事
業

者
等

に
よ

る
講

演
会

等
を

通
し

て
、

又
は

外
部

調
査

機
関

等
を

活
用

し
て

、
最

新
技

術
や

サ
ー

ビ
ス

動
向

、
標

準
化

動
向

、
通

信
業

界
へ

の
ビ

ジ
ネ

ス
イ

ン
パ

ク
ト

や
新

た
な

ビ
ジ

ネ
ス

の
可

能
性

な
ど

を
調

査
・

検
討

し
、

会
員

企
業

へ
の

情
報

提
供

、
関

連
産

業
発

展
に

向
け

た
政

策
提

言
を

行
う

こ
と

は
有

意
義

と
考

え
る

。
具

体
的

な
取

り
組

み
と

し
て

は
、

ア
ク

セ
ス

系
（

特
に

無
線

）
/
コ

ア
系

ネ
ッ

ト
ワ

ー
ク

に
対

す
る

イ
ン

パ
ク

ト
な

ど
を

調
査

・
検
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３．５ 今後の課題

本年度は、CIAJ の技術企画部会において２０１１年度にまとめた２０１１年度技術

マップから、重要となる３つのキーワード（ＳＤＮ，クラウド,Ｍ２Ｍ）をピックアッ

プし、その深堀による業界へのインパクト分析等を実施しました。

昨年度は、CIAJ で活動している技術系各委員会がどのような領域をターゲットとし

て活動しているのかを見える化できるようするため、マーケット動向やプレーヤーの変

化を俯瞰したマップを作製し、そこに関連する委員会をマッピングいたしました。

今年度は技術マップの改版として、現在の委員会活動としては未着手領域であり、業

界へのインパクトがあるこの３つのキーワードを深堀し、ＣＩＡＪの取り組みスタンス

をまとめることができました。

これらのキーワードは、政策提言として２０１１年度にまとめた「魅力ある街づくり

に向けたＩＣＴ利活用提言プロジェクト」にて、将来のネックワークとして要求される

「強いネットワーク」、「柔らかなネットワーク」、「優しいネットワーク」を実現するう

えで重要となる技術としてピックアップされたものであり、産業界へのインパクトは大

きく、今後さらなる拡大が予想されることから、ＣＩＡＪ活動とのかかわりも大きくな

ってくると思われます。

現在のＣＩＡＪ傘下の技術系委員会としてこれらのテーマそのものを活動の中心

として挙げているところはありませんが、技術的、あるいは応用面での関連があって、

注目している委員会もいくつか存在しています。

今後、各委員会の活動範囲がサービスの多様化にあわせて、現在の委員会活動の枠組

みから拡張・発展していくことがＣＩＡＪの活動の活性化につながるものと思われます。

今年度まとめた技術マップ２０１２が、今後のＣＩＡＪ活動の拡げていくうえでの一

助となることを期待します。
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４．あとがき

我が国の国際市場における競争力が低下したと言われて久しい年月が過ぎました。安価

な労働力を有する新興国の製品が国際市場で存在感を増していることも我が国の地位

低下の要因の一つと考えられますが、一方、本編で述べたような継続的な拡大を続ける

サービス市場においては、米国を中心に新しい概念に基づく新規サービスが次々に生み

出され、新たな市場を創生しています。

CIAJ は、元来、固定系あるいは移動体系電話サービスを提供する通信事業者向け通

信機器（交換機、伝送装置等）および端末機器等を事業活動の対象範囲として活動して

参りました。通信ネットワーク機器市場は、当初の電話交換主体の時代からルータ・ス

イッチ等 IP 系通信インフラ機器、モバイル端末を中心とする市場に移行しました。

一方、サービス市場においては、マルチメディアの SNS やマッシュアップ技術によ

る複合サービスなどの新たなサービスが次々に開拓され、その多様性はますます広がり

を見せています。今後は、本編でも述べたクラウド技術による安価・高信頼のサービス

提供の普及や、M2M 技術によるビッグデータの収集・分析、これによる新たな価値の

創造などが期待されます。また、これらの新しいサービスを支えるネットワークインフ

ラ技術としては、より柔軟で高信頼・高品質なネットワークを実現する SDN 技術の進

展が期待されます。CIAJ としても、常にこれらの新たな技術の進展、市場の動向を把

握し、拡大市場において我が国の存在感を示せるように取り組みを強化していくことが

必要と考えます。

我が国の産業・経済、エネルギー政策等に大きなインパクトを与えた東日本大震災か

らはや 2 年を経過しました。被災時においては、通信ネットワークも随所で壊滅的な被

害を受けましたが、多様な手段により継続あるいはいち早く復旧した通信サービスにて

もたらした情報がいかに被災者の支えとなったか、まだまだ記憶に新しいところです。

また、その後、被災地においては、新たな街づくりの検討が進められており、そこでも、

厳しい経験を生かして、より強固で、人に優しく、柔軟に利用可能な ICT インフラの

構築が進められています。ICT インフラは、もはや、社会に欠くことのできない最重要

インフラの一つとなっています。CIAJ としても、社会・経済の発展に貢献する意味か

らも、本分野における我が国の事業活動の益々の活性化・振興を目指し、今後とも、タ

イムリーに必要な政策提言や情報発信を行えるよう、取り組んで参りたいと考えます。

２０１３年４月吉日

技術企画部会 部会長

土田 充

（三菱電機㈱）
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技術マップ２０１２の検討作業メンバー

（敬称略・五十音順） ２０１３年４月１９日現在

1 アンリツ㈱ 論手 素直 R&D統括本部 R&Dセンター

第1技術開発部

2 岩崎通信機㈱ 藤井 英明 ビジネスイノベーション部 新規戦略グループ

3 沖電気工業㈱ 鎌田 史隆 通信システム事業本部企画室

4 サクサ㈱ 樋口 和弘 開発本部 技術企画部

5 シャープ㈱ 岡本 直樹 研究開発本部 通信・映像技術研究所

(副部会長)

6 ㈱東 芝 井上 良彦 産業政策渉外部 政策渉外第一室

7 ㈱東 芝 樋口 忠宏 産業政策渉外部 政策渉外第一室

（ｵﾌﾞｻﾞｰﾊﾞ）

8 ㈱ナカヨ通信機 押之見 章彦 情報技術研究所

9 日本電気㈱ 松本 隆 テレコムキャリアビジネスユニット

(副部会長)

10 パナソニック㈱ 佐々木博之 渉外本部 渉外グループ

(副部会長)

11 ㈱日立製作所 植野 船首 情報・通信システム社 経営戦略室

(副部会長)

13 富士通㈱ 石田 準一 統合マーケティング本部 プロダクトビジネス戦略室

14 三菱電機㈱ 土田 充 通信システムエンジニアリングセンター

(部会長)

武市 博明 一般社団法人 情報通信ﾈｯﾄﾜｰｸ産業協会

中澤 宣彦 一般社団法人 情報通信ﾈｯﾄﾜｰｸ産業協会

入部 真一 一般社団法人 情報通信ﾈｯﾄﾜｰｸ産業協会

技術企画部会 委員名簿

会 社 名 氏 名 所 属・役 職

事務局
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